
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

オンラインを活用し、多くの関係機関と情報共有や研修が受講できる体制づくりと連携強化。

来年度以降の方
向性

発達障害児者地域生活支援モデル事業を実装化し、強度行動障害にある方の支援体制構築を目指す。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定
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↓

アウトカム
成果指標1

家族支援・機関支援を通じての世帯への直接的支援 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

1200 1400 1600 1700 1800 1900

人工

指標

アウトプット
活動指標1

普及啓発イベントの参加人数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.8 人工

令和7年度予算額 23,000 千円 うち特定財源 12,189 千円 正規職員業務量 0.8

正規職員業務量 0.8 人工

令和6年度決算額 22,676 千円 うち特定財源 12,189 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.8 人工

令和6年度予算額 23,000 千円 うち特定財源 12,189 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

発達障がい児者の各ライフステージにおける一貫した支援体制の整備を図る。

他都市の状況

他政令市でも同様の取組を実施。

市民参加の実施

令和5年度決算額 15,104 千円 うち特定財源 8,344

施策名 支援や配慮が必要となる子どもや家庭が、困難な状況に応じた適切

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

平成１７年４月発達障害者支援法施行により、国及び地方公共団体の発達障害児者及び家族への支援の責務が明示された。
本市は、平成１７年度より当事業を開始。国は引き続き発達障害児者及び家族への支援強化を目指しており、今後もさらなる
普及啓発や理解の促進、困難事例への支援等が必要。本市でも、平成２９年度から札幌市自閉症・発達障害支援センターお
がるに、困難事例の機関支援等を実施する地域支援マネジャーを配置し、令和６年度には３名に増員。今後は強度行動障害
児者への対応についても調整機能が求められており、多くの関係機関と連携し解決を目指す重層的支援が求められている。

事業内容
（何を実施し）

①発達障がい者地域支援協議会の開催：２回／年
②【委託事業】発達障害者支援センター地域支援機能強化事業：発達障害者地域支援マネジャーの配置
⇒困難事例を支援する機関（施設や事業所・学校等）への支援・会議出席件数：８７８件
③【委託事業】家族支援体制整備事業：発達障がいのある子を育てる親が相談できる人材（ペアレントメンター）育成　相談対応
件数：２３２名
④【委託事業】発達障害児者地域生活支援モデル事業：対応困難な発達障がいのある方への支援手法の開発
⇒地域における強度行動障害者支援のための支援体制構築をテーマに研修会等を開催。
研修実施回数：２回、参加者数：会場参加２３７名、動画視聴１，０５７名、事後配信１，７４１回
⑤発達障がいの理解・普及啓発イベントの開催：自閉症啓発イベント４００名、カラフルブレイン札幌
１，２００名来場
⑥啓発用冊子（虎の巻シリーズ）、支援ツール（サポートファイルさっぽろ）の配布

事業名 発達障がい者支援体制整備費

評価担当課 所   属 保）障がい保健　障がい福祉課 電話番号 011-211-2936

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 24621


